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6月開催）に参加したJAMSの若手研究者
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しい価値を創出することができるものと思われる。筆
者は、JAMSが、学術研究および研究交流を通じて、マ
レーシア社会における善意の部外者として新しい価
値の創出において積極的な役割を担うことが期待さ
れており、その役割を果たす力があると考えている。
４．ルックイースト政策の
セカンドウェーブに向けての提言
　ルックイースト政策のセカンドウェーブを考える
上では、マレーシア社会がこの30年でどのように変
化し、現在どのような課題に直面しているかを踏まえ
る必要がある。マレーシアはこの30年間に大きな経
済発展を遂げ、先進国の仲間入りが射程に入ってき
た。今後は、経済成長を維持しつつ、社会の多様性に積
極的に目を向け、社会的弱者に対するいたわりを制度
的に保証する社会構造への脱皮が課題となっている。
また、マレーシアはこの30年で、高層建築技術や精神
力・冒険心などの面で「他の国や民族にできることは
マレーシアにもできる」という世界水準へのキャッ
チアップを追求する立場から、ハラル認証などのいく
つかの分野において、マレーシアが率先して基準を作
り、世界に模範を示すことが期待される立場になっ
た。とりわけ、ASEAN諸国（東南アジア）やOIC諸国
（イスラム諸国）をはじめとする広域アジアにおいてそ
の傾向が強い。
　マレーシアがこれらの課題を解決し、国内の安定と
発展を維持した上で国際社会においても重要な役割を
担うため、ルックイースト政策を特に以下の２つの点
で見直してさらに発展させていく必要があるだろう11	。
(1)マレーシア日本国際工科院（MJIIT）
　 の積極的活用
　MJIITは2011年にマレーシア工科大学内に設置
された。日本の25の大学がコンソーシアムを組織し、
MJIITで開講されている電子システム工学科、機械精
密工学科、科学システム工学科、環境グリーン・経営工
学などの課程に教授陣を派遣し、日本の技術・労働文
化に基づく教育を提供している。現在、日本人13名、マ
レーシア人35名、他の国籍8名から成る教授陣を擁し、
学生数は36名の国際学生を含む341名で、2017年度
には学生数が2,500名となる見通しである。
　MJIITの特徴は、日本の技術・動労文化に基づく教
育を提供していることに加え、アジア・アフリカ出身
の学生に教育機会を提供していることにある。MJIIT
は、マレーシアがアジアにおける工学教育のハブとな
る上での拠点となっている。また、MJIITは、日本式の
教育がアジアをはじめとする諸外国へ国際化を進め
る拠点となることも期待されている。その目的の達成
には日本の大学および民間企業との連携が不可欠で
ある。
　MJIITの基本理念の１つに、設計と生産を分業させ
ず、生産の現場の事情をよく理解した上で設計するこ
とを重視する発想がある。山本隆司副院長によれば、
生産の現場を知らない人が設計したものは決して成
功しないという。この考えをさらに推し進めれば、消
費（活用）の現場の事情を踏まえずに設計と生産を行
えば決して成功しないということになる。アジア諸国
の現地事情に通じた地域研究者、とりわけ人文社会系
の地域研究者と連携することにより、日本発の科学技
術のアジア諸国への応用の拠点としてのMJIITの位
置づけが一層明確となるものと思われる。
(2)日本で学んだ元ルックイースト政策留学生の
　 積極的活用
　東方政策留学生同窓会（ALEPS）は、ルックイース
ト政策で日本に派遣された最初の留学生たちが帰国
11	 以下の記述のもととなる調査を行うにあたっては、山本隆司MJIIT副院長、木下智見元MJIIT副院長、サイド・プトラALEPS会長
をはじめとする関係者にご協力いただいた。
日本発の科学技術をアジア諸国に応用する拠点として期待されるマレーシ
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した1988年に設立された。日本の大学や高等専門学
校で学んだ元留学生を会員とし、マレーシア政府によ
るルックイースト政策実施の支援、日本からマレーシ
アへの技術移転、日本とマレーシアの相互理解の促
進、会員のキャリア形成の支援を主な目的として活動
している。ルックイースト政策により日本に留学する
マレーシア人学生へのオリエンテーションや先輩留
学生の体験談を共有有する会などを組織している。
　ルックイースト政策で日本に派遣された留学生は、
帰国後に日系企業などに勤めるが、数年すると退職
して自前の工場を作って起業する人が少なくない。
ALEPSドリーム・ファクトリーはそのような起業の
例の１つである。ALPESドリーム・ファクトリーは、
ALEPS会長であるサイド・プトラ氏が自身の工場内に
開設し、身体のハンディキャップを負った子どもたち
向けの車椅子を制作している。日本から電動の高性能
の車椅子が寄付されることもあるが、子どもたちは身
体の成長が速いために既製品だとすぐに身体に合わ
なくなってしまう。ALEPSドリーム・ファクトリーで
は、子どもたち1人1人の身体の様子と成長に合わせて
きめ細かい調整を行って作った車椅子を提供してい
る。1人1人の身体に合わせて製品を作るという日本
で学んだ考え方が小規模ながらも現場のニーズに即
して実践されており、このような試みはALEPSドリー
ム・ファクトリー以外にも見ることができる。
　このように、ALEPSのもとで活動しているルック
イースト政策留学生は、日本の技術と考え方を身に着
け、それをマレーシア社会に役立てたいという高い動
機付けを持っているが、その目的を達成する上でいく
つかの障壁が存在している。その１つは、マレーシア
政府に彼らを位置づける適切な組織がないことであ
る。ルックイースト政策はマレーシアの総理府の管轄
下にあるが、総理府はルックイースト政策留学生の日
本への派遣事業を主に担当しており、彼らが帰国した
後のマレーシアでの活動は実態として管轄外となっ
ている。このため、ALEPSを通じて行われている元留
学生の活動がマレーシア政府の取り組みに反映され
ていない。日本の技術や考え方をマレーシア社会に
応用する上では日本で学んだ元留学生による帰国後
の活動が極めて重要であり、この点で、ルックイース
ト政策は日本留学の成果を留学生個人の経験だけで
なくマレーシア社会の経験とする上で十分な対応が
なされていないという課題があると言える。このこと
は、ルックイースト政策留学生が工学分野に集中し、
留学生のほとんどが帰国後に起業の道を選び、政府部
門に勤めようとする人がほとんどいないことも背景
の１つとなっている。日本の技術や考え方を留学生だ
けでなく広くマレーシア社会に伝えるため、短期的に
はマレーシア政府内に元ルックイースト政策留学生
を担当する部局を設置し、中長期的には日本に派遣す
るルックイースト政策留学生の専門分野を人文社会
も含めて多様化させることが必要だろう。
子どもたち１人１人に合わせた車椅子を制作するALPESドリーム・
ファクトリー
MJIITの学生が制作した自動
車レース用の試験車
